
日本史授業プリント(70期)近代１３	
 新政府への反抗	
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 .	
 

【平民】地租改正反対一揆・学制反対一揆・血税一揆・解放令反対一揆など	
 

1876年に激化	
 →１明治１０(1877)年、地租２.５％に（→近代９）	
 

【士族】２不平士族…特権廃止と生活難	
 

・３秩禄処分による生活難（→近代１１）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ・四民平等との矛盾や徴兵制による士族不要論（→近代７）	
 

	
 1871．４脱刀令(帯刀は自由に)→1876．５廃刀令	
 	
 (帯刀の禁止)	
 

	
 	
 	
 	
 ６明治六年の政変（→近代１２）＝征韓派の下野→反政府運動へ	
 

※	
 士族(武士)の二面性…(ａ)	
 職業的戦士	
 	
 (ｂ)政治家・官僚・知識人	
 

言論による政府批判（ｂ）…７自由民権運動	
 	
 	
 	
 	
 

	
 ８1874．９民撰議院設立建白書	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 →10左院(太政官の立法機関)へ提出	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 11板垣退助・後藤象二郎・副島種臣・江藤新平ら…12愛国公党	
 	
 	
 結成	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ※『13日新真事誌』(イギリス人ブラックが経営)に掲載…14背景にジャーナリズムの発達	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ※15土佐	
 	
 ・16肥前	
 	
 派中心…政府(17薩摩・長州中心)との権力闘争の面も	
 

→18政社の結成	
 <例>19立志社	
 	
 (高知)…1874．20板垣・21片岡健吉・古沢滋
しげる

・岡本健三郎ら	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 石陽社(福島:河野広中)、自助社(徳島:小室信夫)、相愛社(熊本)など	
 

	
 	
 →立志社を中心に各地の政社が集まる…22愛国社	
 	
 	
 結成[1875]	
 

政府の対応	
 23内務卿	
 24大久保利通	
 

	
 	
 弾圧：25改正出版条例・26新聞紙条例・27讒謗律
ざんぼうりつ

	
 	
 	
 制定[1875]で言論弾圧	
 

	
 	
 懐柔：28大阪会議	
 	
 	
 [291875]…大久保と木戸・板垣の会談→30木戸・板垣の政府(参議)復帰	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 31(漸次
ぜ ん じ

)立憲政体樹立の 詔
みことのり

[1875]…立憲政治の方向に同意	
 	
 	
 	
 	
 愛国社消滅	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 32大審院	
 	
 ・33元老院	
 	
 の設置[1875]	
 …三権分立の形に	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 司法の最高機関	
 	
 立法機関	
 憲法草案(34日本国憲按)を作成	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 35地方官会議	
 	
 [1875～]…府知事・県令を召集	
 民情を知る	
 ※木戸の主張	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 36三新法	
 	
 (＝37郡区町村編制法・38府県会規則・39地方税規則)制定[1878]	
 

	
 	
 	
 	
 ・従来の40大区小区制(→近代６)を廃止して農村の自治を一部復活	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ・戸長は公選、41町村や府県に公選の議会、地方税を整理統合	
 

日本史授業プリント近代１３(085)�



不平士族の武力蜂起（ａ）	
 

	
 西郷下野→鹿児島に42私学校設立(軍事教育も含めた人材の育成)	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 特別扱い	
 <例>地租改正も徴兵令も秩禄処分も廃刀令も実施せず	
 

	
 	
 431874．44赤坂喰違
くいちがい

の変…高知県士族ら	
 45岩倉具視を襲撃	
 

	
 	
 	
 	
 46佐賀の乱	
 	
 	
 [佐賀(肥前)]…征韓党(首領47江藤新平)12,000人	
 →鎮圧	
 

	
 481876．	
 廃刀令・秩禄処分	
 →不満の爆発	
 

	
 	
 	
 	
 49敬神党
けいしんとう

(神風連)の乱[熊本]…太田黒
おおたぐろ

伴雄ら200人	
 攘夷主義	
 

	
 	
 	
 	
 50秋月の乱[福岡]…宮崎車之助ら400人	
 国権拡張を主張	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 →早期に鎮圧	
 

	
 	
 	
 	
 51萩の乱	
 	
 	
 [山口(長州)]…52前原一誠(前参議)ら200人	
 

	
 521877	
 ．53西南戦争	
 	
 	
 …最後の士族反乱	
 	
 	
 	
 …→武力蜂起路線の終結	
 

	
 	
 	
 	
 	
 私学校中心	
 54西郷隆盛を首領に挙兵→全国の不平士族が結集（約４万）	
 

	
 →進軍を熊本城で阻止（谷干城）→西郷自刃で終結	
 

巨額の戦費	
 半年を費やす	
 ※輸送に三菱汽船会社が活躍	
 

1878．55紀尾井坂
き お い ざ か

の変…石川県士族島田一郎ら大久保利通を暗殺	
 

☆木戸も西南戦争中に病死→政府の中心は次の世代へ	
 …伊藤博文、山県有朋、黒田清隆ら	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【正誤問題に挑戦】<1999Ａ本試験、2001年Ａ追試験より>	
 

(１)	
 西南戦争の勃発が明治政府の財政を圧迫したため，政府は地租改正と秩禄処分の実施に踏み切った。	
 

(２)	
 民撰議院設立建白書の提出直後，地方結社の代表が大阪に集まり，立志社を組織した。


